
ページ約発行 部頃発売予定（ ）巻 号 B5判

1 脳梗塞超急性期治療の重要性

2 脳卒中医療を支える最新ツール

第1章 脳梗塞の超急性期治療

3 急性期脳梗塞患者の受け入れから治療の流れ

Time is Brainという言葉をご存知ですか？これは「Time lost is Brain lost」を表しており、脳血管の閉塞により血流が途絶え
ると1分間に2万個の脳細胞が死滅してしまいます。Save a minute, save a dayとも言い換えることもあり、治療が1分遅れる
と健康で過ごせる時間が１日短くなってしまうのです。脳梗塞の超急性期の脳梗塞治療はまさに「時間との闘い」なのです。
私たち医療者はこのことを念頭に患者さんを救うために、迅速な再開通治療に注力しなければなりません。今回の特集で
は、脳梗塞の救急応需から検査・治療の流れを理解し、各シーンで看護師が貢献できること・関わって欲しい内容を紹介し
ます。話題の血栓回収療法は、どんなデバイスが使われているのか、気をつけるべき合併症について、全てを網羅してい
ます。
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第2章 検査・治療の実際

1 画像診断

①造影CT ②MRI

2 血栓溶解療法（rt-PA静注療法）

3 脳血管内治療とケア

第3章 血栓回収療法のデバイス・治療

1 脳血管内治療で共通して使用するデバイス

2 脳血管内治療の実際

①脳血管内治療のアプローチ

②ステント型血栓回収デバイス

   「ステントリトリーバー（stent retriever）」
③吸引型血栓回収デバイス

   「アスピレーションカテーテル（aspiration catheter）」

④併用手技（combined technique）

3 脳血管治療の合併症
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読者ターゲット 脳神経外科看護スタッフはじめ研修医、専門医、リハビリ担当スタッフ

急性期からリハビリまで、幅広い関わりを持つナースが看護機器を実質、選定しています。ＡＤポイント

脳神経領域のドレーンは、他領域のドレーンと比べて構造や管理方法が異なるため、苦手と思う看護師も多いかもしれません。

特に脳室ドレナージスタンドを使用する脳室・脳槽・スパイナルドレナージは脳神経領域でしか扱うことがないため、初めは不安

かもしれません。本特集では、脳神経領域で取り扱うドレーンについて、挿入の目的、適応となる疾患、抜去時期やドレーンの操

作方法について具体的に解説します。また、ドレーン位置の確認方法や排液の色や量などの観察ポイント、留置中のトラブルや

トラブル発生時の対応等についても紹介しています。新人看護師や異動により新しく脳神経領域に配属となった看護師、さらに

後輩指導にあたる中堅看護師にとって役立つ内容です。

プランナー：

1 開放式ドレーンのきほん

2 脳室ドレーン

3 脳槽ドレーン

4 スパイナルドレーン

5 硬膜下・硬膜外ドレーン

原田路可
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徳島大学病院 ICU 急性・重症患者看護専門看護師
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